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チーム名

埼玉県立飯能南高等学校

先発 背番号 氏 名 G▲ Y ■ R● 

✓ l GK 澤田祐

✓ 2 杉本裕哉

✓ 3 池上 隼歴

✓ 4 日下倫希

✓ 5 樫原空楽

✓ 6 中津星哉

✓ 7 森木遼介

✓ 8 松本健汰

✓ ， 石田海斗

✓ 10 C 斉藤仁也 60 

✓ II 山口駿雄

25 12 住吉敬士

4 5 13 奥野将伍

39 14 奥野涼太

3l 15 GK 奥田晃平

31 16 池活 博人

36 17 河野昴己

18 遠藤優斗
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先発 背番号 氏 名 G• Y■ R● 

✓ I GK 坂本樹哉

✓ 2 丸山昂太

✓ 3 鈴木雅久

✓ 4 朝日孝恭

✓ 5 C 古闊健人

✓ 6 糟谷太陽

✓ 7 吉田岳人 2 3

✓ 8 小久保有輝 26 

， 林咽

✓ 10 山口陽向

✓ 11 関口凌前1i

54 12 GK 大内英輔

40 13 山崎翔太

39 

l

4 山鏑大陸

， 15 栗原大輝

✓ 16 菊地竜愛

10 17 武田荘斗

13 18 佐々木蒼京
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一般社団法人ホッケージャパンリーグ
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第3試合

阿南光 6 飯能南0

得点
<阿南光>

<飯能南＞10分＃15栗原、30分＃11関口、38分＃2丸山、43分＃5古關、47分＃16菊池、60分＃5古關

戦評

　徳島県阿南光高等学校のセンターパスにより第１Qが開始された。両者激しい攻防が続く中、埼玉県立
飯能南高等学校#11関口がシュートを放つも、阿南光高校#1澤田の好セーブにより、得点を許さない。飯
能南高校＃16菊池が右から回り込み、#15栗原にパスが繋がり、落ち着いてシュートを決め、1－0とする。
終了間際、阿南光高校が立て続けにPCを取得するも得点には至らず、第１Qが終了する。
　第２Q、得点が欲しい阿南光高校が果敢に攻め込むも、飯能南高校の堅い守備により、得点を許さな
い。対する飯能南高校は、30分#11関口がリバウンドを押し込み、2－0とリードを広げ、前半が終了。
　第3Q、3８分飯能南高校がPCを取得し、#2丸山がドラックシュートを決め3－0とする。43分#5古關がリ
バースヒットを決め4－0とする。
　第４Q、47分飯能南高校#5古關のパスを#16菊池がタッチシュートを決め追加点を挙げる。
試合終了間際、飯能南がPCを取得し、#５古關が豪快なリバースシュートを決め、6－0で試合が終了。埼
玉県立飯能南高等学校が勝利し、2回戦に駒を進めた。

第4試合

伊吹 0

テクニカルオフィサー 森　義彦
アンパイア

氏家　健太
ジャッジ 浅野・大田・松原 森田　慎

川薩清修館6

テクニカルオフィサー
アンパイア

藤原　信幸
ジャッジ

富山　喜山
為国　壮

得点
<伊吹＞19分＃16山堀、28分＃8室谷、34分＃9森、36分＃6高木、39分＃18山中、45分＃2大塚

<川薩清修館＞

戦評

　滋賀県立伊吹高等学校のセンターパスにより第1Qが開始された。開始早々から伊吹高校のペースで試合が進む。4
分伊吹高校がPCを取得し、#6高木がドラックシュートを放つも、鹿児島県立川薩清修館高等学校GK#1福山の好セー
ブにより、得点には至らない。対する川薩清修館高校も果敢に攻め込み、8分PCを取得するも、得点を決めることが出
来ず、両者無得点のまま第１Q終了。
　第2Q、19分伊吹高校#5渡辺がドリブルでサークルへ侵入し、#16山堀がタッチシュートを決め1－0とする。川薩清修
館高校も積極的に前線へボールを運び、チャンスを作るが得点することが出来ない。28分伊吹高校#8室谷がドリブル
でサークルへ侵入し、豪快なヒットシュートを決め、2－0とリードを広げ、前半が終了。
　第3Q、得点が欲しい川薩清修館高校は#10富田を中心に果敢に攻め込むがチャンスを作ることが出来ない。勢いに
乗る伊吹高校は34分#5渡辺からのパスを#9森がタッチシュートを決め3－0とする。続く、36分伊吹高校#6高木がリバ
ウンドを押し込み、4－0。39分PCのリバウンドを#18山中が決め5－0。45分伊吹高校#2大塚がリバースシュートを決
め、6－0とリードを広げ、第3Qが終了。
　第4Q、川薩清修館高校は#8上原を中心に攻撃を仕掛けるが、伊吹高校の守備を崩すことが出来ない。57分、川薩
清修館高校がPCを取得するも、枠を捉えられない。このまま試合終了し、6－0で滋賀県立伊吹高等学校が勝利し、2
回戦へ駒を進めた。

石井・要石・松原


